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群馬県の取り組み 





群馬県 



群馬県 
【人口】約192万人 
【県域】4 
【1人あたりの車所有台】 

1位：0.674台/人 
（全国：0.470台/人) 

 
【交通事故発生状況】 

H21年：全国ワースト3位 
H22年：全国ワースト5位 



群馬県高次脳機能障害支援拠点機関 

+ 

日本赤十字社 群馬県支部 
前橋赤十字病院 
 
 
・31診療科 
・592病床(一般) 
・平均在院日数13.5日 
・27指定機能 
・支援Co. 
 社会福祉士・精神保健福祉士 2名 



当県の支援体制 

相談支援 前橋赤十字病院 

研修事業 群馬県こころの健康センター 

ﾈｯﾄﾜｰｸ充実 群馬県障害政策課 

普及啓発 全機関 



前橋赤十字病院の強みと苦手なこと 

【社会適応期ﾘﾊの提供が難しい】 
 
【生活への密着感はやや薄い】 
 ・急性期という性質上、地域へつなぐ 
   という色合いが濃く、外来フォローも 
   長期は行えない 
  ・急性期という性質上、非日常感がある 



前橋赤十字病院の強みと苦手なこと 

【支援のタイミングが多数ある】 
 ・急性期退院期 
 ・回復期退院後、外来f/u時 

51% 35% 

11% 
3% 

※何で拠点機関を知ったか 

専門職 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 
ﾒﾃﾞｨｱ 
看板 



前橋赤十字病院の強みと苦手なこと 

 
【職種が豊富】 
 ・Dr.(脳外・神内・精神・ﾘﾊ) 
       Ns.(脳卒中ﾘﾊ認定 *近領域で認知症認定も) 
   PT/OT/ST/MSW/PSW/CP 
 
【既存ネットワークの活用】 
 ・脳卒中地域連携ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ 

当県、拠点機関取り組みのフォーカス 
・個別支援においては急性期型拠点機関のメリットを最大限活用する 
・既存ネットワークの最大限の活用 
・支援は当院だけでは完結しないので、ツールを開発し支援の標準化 



結果、相談件数は年々増加+早期介入 
当院なりの良さが活かせたという結果？ 
(だといいのだが・・・) 
今後、多角的に確認してみたい。 
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支援開始時における 

発症・受傷経過年数 

(H22-26年度) 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

延人数 114 255 252 325 443

来所 46 114 86 107 140

電話 68 141 164 217 298

訪問 0 0 2 1 5
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年次別相談延件数の推移 

と相談方法 
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年次別、支援内容推移 

環境調整 

コンサル 

関わり 

その他 

治療リハ 

福祉サービス 

就労支援 

受診 

受診 

診断 
26% 

就労 
18% 

福祉 

ｻｰﾋﾞｽ 
17% 

 

リハ 
16% 

その他 
8% 

関わり 
8% 

ｺﾝｻﾙ 
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主な支援内容(H23-
26,N=1913) 

受診・診断相談からはじま
り、 

就労・福祉サービス 
リハビリテーションへ・・・ 



県全体の支援レベルアップを 



県全体の支援レベルアップを 
＜支援ツールの開発＞ 



【作成】 
 
 群馬県 
 高次脳機能障害 
 支援連絡会 

目的：①長期的な生活展望・社会資源がわかる 
   ②症状の理解と対応方法がわかる 
   ③当事者自身の障害理解の支援をする 
   ④他者に障害を説明できる媒体になる 
    











＜課題点＞ 
 
 ・クリニカルパス化は今回は見送り 
  （適用基準設定、アウトカム設定や 
   計画管理の問題など、十分な検討 
   が必要と判断した為） 
 
 ・小児の活用は想定していない 
 
 ・今後、本冊子活用の効果を 
       評価していきたい 
 



〜群馬県の小児支援事例〜 
 
 救命救急から全ての段階で支援機関が 
 異なるが、他機関の多職種がチームと 
 してうまく機能し、高校進学を支援し 
 た一例 



まとめ 
当県に高次脳機能障害に特化した機関
は少ないが丁寧にミクロ視点で支援を
行うことにより、既存のネットワーク
で支援ができている。  
 
以上、当県の取り組みを報告した。こ
の取り組みが高次脳機能障害者のニー
ズと合っているか、今後は調査分析を
検討していきたい。 
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